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環境衛生情報

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ項目 内容 備考 依頼先

1 保守点検
(浄化槽法第10条)

機器の点検・修理・
消毒剤の補充を行
います。

家庭用浄化槽は
年に3～4回以上

(浄化槽の種類・処理方式によ
り、回数が定められています。)

浄化槽保守点検業者表
(長野県知事登録)

http://www.pref.nagano.lg.jp/seikatsuhaisui/
kensei/soshiki/soshiki/kencho/haisui/
documents/hosyumeibo260731.pdf

2 清掃
(浄化槽法第10条)

浄化槽の中に溜ま
った汚泥などを抜
き取ります。

毎年１回以上
(浄化槽の処理方式により、
回数が定められています。)

■㈲博衛企業
（御代田町許可業者）

（32）2416

3
法定検査
(浄化槽法第7条
 ・第11条)

浄化槽の水質、外
観、機器、維持管
理の書類等を検査
します。

「設置後検査」
－使い始めて4ヵ月以後

8ヵ月以内に1回

「定期検査」－毎年1回

■㈳長野県浄化槽協会
東信検査センター

0267（63）1105

　

浄
化
槽
と
は
、
し
尿
や
生
活

排
水
の
汚
水
を
微
生
物
の
力
に

よ
っ
て
き
れ
い
に
処
理
し
、
河

川
な
ど
に
流
す
装
置
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
適
正

な
維
持
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い

と
地
域
の
河
川
や
水
道
水
の
水

源
地
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。

①
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

保
守
点
検
は
、
長
野
県
知
事

の
登
録
を
受
け
た
浄
化
槽
保
守

点
検
業
者
に
、
清
掃
は
、
御
代

田
町
に
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽

清
掃
業
者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
法
定
検
査
は
指
定
検
査

機
関
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

②
使
用
上
の
注
意

　

浄
化
槽
は「
微
生
物
」の
働
き

を
利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る

も
の
で
す
。
微
生
物
は
生
き
物

で
す
の
で
、
台
所
で
は
、
油
や

野
菜
く
ず
を
な
る
べ
く
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ト
イ

レ
で
は
、
洗
剤
の
使
い
過
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
微

生
物
に
空
気
を
送
る「
ブ
ロ

ワ
ー
」の
電
源
は
勝
手
に
切
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
環
境
衛
生
係

 

（
内
線
47
）

● 

草
刈
り
機
で
ト
レ
ン
チ

の
検
水
口
を
傷
つ
け
て

し
ま
っ
た
。

● 

浄
化
槽
の
上
で
た
き
火

を
し
て
浄
化
槽
が
使
え

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

● 
浄
化
槽
の
マ
ン
ホ
ー
ル

を
土
で
埋
め
た
り
、
物

を
置
い
た
り
し
て
保
守

点
検
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

● 

薬
品
を
排
水
溝
に
流
し

て
し
ま
い
微
生
物
が
全

滅
し
て
し
ま
っ
た
。

御
代
田
町
で
あ
っ
た

浄
化
槽
の
ト
ラ
ブ
ル

??

??
??

??

問
い
合
わ
せ
先

 

町
民
課
環
境
衛
生
係（
内
線
47
）

石
油
ス
ト
ー
ブ

●❶
　

不
燃
の
粗
大
ご
み
で
す
。

　

井
戸
沢
処
分
場
へ
直
接
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
タ
ン
ク
に

石
油
が
残
っ
て
い
る
と
出
火
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
使

い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

住
居
洗
剤
な
ど
の
ボ
ト
ル
ポ
ン
プ

●❷
　
　

プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る

も
の
は
、
ポ
ン
プ
の
部
分
も
含
め

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と

し
て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
霧
吹
き

等
の
製
品
と
し
て
購
入
し
た
も
の

は
不
燃
ご
み
に
な
り
ま
す
。

誤　

不
燃
ご
み

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

㊣
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種類 届出が必要となる行為
宅地造成
別荘分譲
土地の開墾
区画・形質変更

面積1,000㎡以上の土地が対象
　区画変更：境界の変更等で土地の分筆も含む
　形質変更： 30㎝を超える切土、盛土、土木工事により土地の物理的形状

の変更（抜根を伴う樹木の伐採も対象です）
建築物の新築・増築・改築 高さ13m以上又は、延べ面積500㎡以上

その他工作物の新築・増築・改築
送水管：長さ30m以上　　道路：500m以上
鉄塔：高さ30m以上
※太陽光発電設備（土地に自立して設置するものに限る）土地の面積1,000㎡以上

土石の採取 面積300㎡、又は容積1,500㎥以上

面積1,000㎡以上の土地への太陽光発電設備の
設置は形質変更が無くても届出が必要となります。

御代田町環境保全条例施行規則を一部改正平成27年

4月1日
から

　国において再生可能エネルギーの活用政策が推進され、町内でも太陽光発電設備の設置が増加して
います。しかし、設置が進む中で、特に大規模な太陽光発電設備については、事業者が隣接者へ十分
な説明をしていないなど、設置の際のトラブルも発生している状況です。
　町では現在、1,000㎡以上の土地に太陽光発電設備を設置する際、御代田町環境保全条例の規定に
より形質変更（切土・盛土）が発生する場合は届出対象としていますが、形質変更の伴わないものに関
しては届出不要です。このような状況から、上記のトラブルを回避するとともに、災害の発生防止を
図ることを目的に、形質変更が無くても、設置自体に届出が必要となるよう御代田町環境保全条例施
行規則を一部改正しました。
　施行規則の一部改正が施行されるのは4月1日です。
　4月1日以降、1,000㎡以上の土地へ太陽光発電設備を設置する工事に着手される方は、形質変更の
有無に関わらず必ず開発行為の届出が必要となります。
　設置を計画されている方は、早めの相談をお願いします。

届出が必要な開発行為（条例第14条第1項、第15条第1項、規則第6条）

開発行為の流れ

※ 部分は4月1日以降の工事着手が適用となります。形質変更が伴うものについては、4月1日前でも従来どおり届出
が必要です。

詳しくは、建設水道課都市計画係までお問い合わせください。
問い合わせ先　内線（39・75）

届出の受理から、工事着手が可能となる不勧告を通知するまで、3週間程度要します。

届出者 町 環境保全
審議会

❶開発行為届出

❷町の審査❸指導・勧告

❹工事着手、完了後に届け出

❺検査、合格の場合検査済証の交付
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